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プログラミングワークショップの指導
1. プログラムの概念を考えさせる

2. ビジュアルプログラミングの指導

3. スキル評価の実践

 ビジュアルプログラミングの実践
4. 模擬授業

講座内容
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参考資料：おもしろプログラミングの目的

概念の理解
実践による
体験的
理解

プログラムとは
どのようなものか

プログラミング
体験

１．プログラムの概念を考えさせる

クラウド・地域人材利用型プログラミング教育実施モデル実証事業



学習ソフトウェア情報研究センター

4

◆指導上の留意点
身近で「プログラム」が使われていることばを例に、コンピュータープログラムとはどのようなものかを
自分で考えて理解してもらう。

１．プログラムの概念を考えさせる

うんどうかいのプログラムを例に、
プログラムがどのようのものかを
自分たちで考えてもらう

うんどうかいのプログラムを例に、
プログラムがどのようのものかを

自分たちで考えてもらう
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◆指導上の留意点

概念理解や課題演習等では、ワークシートを活用して、あらかじめ行う課題を明確にして

ワークショップを行い、事後の指導にも活かせるようにする

プログラムの概念理解や
プログラミングの課題演習等では
ワークシートを活用して指導を行う

１．プログラムの概念を考えさせる
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参考資料：おもしろプログラミングの目的

概念の理解
実践による
体験的
理解

プログラムとは
どのようなものか

プログラミング
体験

２．ビジュアルプログラミングの指導
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２．ビジュアルプログラミングの指導
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◆指導上の留意点
スキルレベルに応じた段階的なカリキュラムにしたがって、実際にプログラムを組んでもらう

ビジュアルプログラミングツール
「スクラッチ」について

かんたんな使い方をおぼえてもらう

段階別のカリキュラムを使って
実際に自分たちの手で

プログラミングをしてもらう

クラウド・地域人材利用型プログラミング教育実施モデル実証事業



学習ソフトウェア情報研究センター

クラウド・地域人材利用型プログラミング教育実施モデル実証事業

8

概念的な理解と体験的な理解を相互にくりかえすことで、
プログラミングに対する理解を深めていき、
ツールとして自分でつかいこなしてもらう

参考資料：おもしろプログラミングの目的

概念の理解
実践による
体験的
理解

プログラムとは
どのようなものか

プログラミング
体験

２．ビジュアルプログラミングの指導
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３．スキル評価の実践
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◆指導上の留意点
スキル評価において、興味・関心や取り組みへの姿勢については、ワークショップ実施前と実施後に
それぞれアンケートを実施して事前と事後の比較によって評価を行う

ワークショップ実施前に
興味・関心や取り組みへの姿勢について

現在の状態を記載してもらう

ワークショップ実施後に
同様の内容について記載してもらい

実施前とどのように変わったか確認する
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３．スキル評価の実践
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◆指導上の留意点
ワークショップは初級、中級、上級など、レベル別に実施しているため、それぞれで設定した
学習目標を達成できたかどうかを自己申告でアンケートに記載してもらう方法でスキル判定を行う

事後のアンケートで学習目標の達成度を
自己申告でアンケートに記載してもらい

スキル判定を行う

クラウド・地域人材利用型プログラミング教育実施モデル実証事業


